
様式第五号（第十四条の三関係） （Ａ４）

登 録 申 請 書
（第一面）

宅地建物取引業法第１９条第１項の規定により、同法第１８条第１項の登録を申請します。

2.4ｃｍ

令和２年 ４月 １日

静 岡 県 知 事 殿

3ｃｍ 郵便番号（４２０－８６０１）

申請者 住 所 静岡県静岡市葵区追手町９－６

氏 名 静岡 太郎

受付番号 受付年月日 登録番号

項番 ◎申請者に関する事項

◎実務経験に関する事項

◎国土交通大臣の認定に関する事項

◎試験に関する事項

◎業務に従事する宅地建物取引業者に関する事項

※印の欄には記入しないこと。

カタカナで姓と氏の間に１文字分空けて左詰めで記入し、濁点及び半濁点は１文字として扱う。

３ １ ０

※ ※ 2 2 ※

11 フリガナ シ ス ゛ オ カ タ ロ ウ

氏 名 静 岡 太 郎

生年月日 S ４ ０ 年 ０ ４ 月 ０ １ 日 性別 １ 1．男 2．女

郵便番号 ４ ２ ０ ８ ６ ０ １

住所市区町村コード ２ ２ １ ０ １ ５ 静岡 都道府県 静岡 市郡区 葵 区町村

住 所 追 手 町 ９ － ６

電話番号 ０ ５ ４ － ２ ２ １ － ３ ０ ７ ２

本籍市区町村コード ２ ２ ２ ０ ９ ７ 静岡 都道府県 島田 市郡区 区町村

本 籍 道 悦 五 丁 目 ７ 番 １ 号

12 実務経験先の免許証番号 ２ ２ (５) ０ １ ２ ３ ４ ５ 商号又は名称 静 岡 不 動 産 （ 株 ）

実務経験先での職務内容 営 業 期 間 H １ ６ ０ ３ ０ １ ～ H １ ９ ０ ４ ３ ０

実務経験先の免許証番号 ( ) 商号又は名称

実務経験先での職務内容 期 間 ～

実務経験先の免許証番号 ( ) 商号又は名称

実務経験先での職務内容 期 間 ～

合 計 ０ ３ 年 ０ ２ 月間

13 認定コード １ 認定年月日 H ２ ４ 年 ０ １ 月 ２ ３ 日

14 合格証書番号 １ １ ２ ２ ０ ０ ０ 1 合格年月日 H ２ ３ 年 １ ２ 月 ０ ３ 日

15
商号又は名称

静 岡 不 動 産 （ 株 ）

免許証番号 ２ ２ (５) ０ １ ２ ３ ４ ５

確認欄

※

確認欄

※

確認欄

※

確認欄

※

写真

カタカナで姓と氏の間に１文字分空けて左詰めで記

入し、濁点及び半濁点は１文字として扱うこと。

該当する市区町村のコードを記入の上、続く町名、街区符号、住居番

号等は丁目、番及び号をそれぞれ－（ハイフン）で区切って記入。

該当する市区町村のコードを記入の上、続く町名、街区符号、住居番号等を、戸籍の

とおりに記入する。外国籍の場合はコードを９９０００とし、本籍欄は記入不要。

従業者名簿で確認できる期間で、申請の前10

年以内のうちの直近の２年以上を記載する。
１ 登録実務講習受講

２ 国・地方公共団体等で

の実務経験が２年以上

ある場合

静岡県実施試験合格であることを確認する。

合格証番号の表示 合格年の西暦の末尾２

桁＋２２（静岡）で確認できる。

登録実務講習修了証の修了年月日

実務経験による申請の場合に記入。

従業者名簿記載の業務内容を記載す

る。「事務」「経理」等管理部門の場

合は別途県庁で確認する。

確認欄

※



★旧姓を併記する場合

様式第五号（第十四条の三関係）

（Ａ４）

登 録 申 請 書
（第一面）

宅地建物取引業法第１９条第１項の規定により、同法第１８条第１項の登録を申請します。

2.4ｃｍ

令和２年 10月 １日

静 岡 県 知 事 殿

3ｃｍ 郵便番号（４２０－８６０１）

申請者 住 所 静岡県静岡市葵区追手町９－６

氏 名 静岡［駿河］ 花子

受付番号 受付年月日 登録番号

項番 ◎申請者に関する事項

～（略）～

３ １ ０

※ ※ 2 2 ※

11 フリガナ シ ス ゛ オ カ [ ス ル カ ゛ ] ハ ナ コ

氏 名 静 岡 ［ 駿 河 ］ 花 子

生年月日 S ４ ０ 年 ０ ４ 月 ０ １ 日 性別 １ 1．男 2．女

郵便番号 ４ ２ ０ ８ ６ ０ １

住所市区町村コード ２ ２ １ ０ １ ５ 静岡 都道府県 静岡 市郡区 葵 区町村

住 所
追 手 町 ９ － ６

写真

旧姓はフリガナ、氏名欄ともに現姓に続けて

[ ]内に記載。

申請者欄の氏名も旧姓併記で記載。


